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KATS5; HTATIP; TIP60; Histone acetyltransferase KATS5; 60 kDa Tat-interactive protein; Tip60;
Histone acetyltransferase HTATIP; HIV-1 Tat interactive protein; Lysine acetyltransferase 5;
cPLA(2)-interacting protein
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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ヒストンアセチルトランスフェラーゼ（HAT）のMYSTファミリーに属し、もともとHIV-1のTAT相互作用タンパク質として単離されました。HATは、ヒストンおよび非ヒストンタンパク質をアセチル化することにより、クロマチンリモデリング、転写、その他の核プロセスを制御する上で重要な役割を果たします。このタンパク質は、DNA修復およびアポトーシスに関与するヒストンアセチル化酵素であり、シグナル伝達において重要な役割を果たすと考えられています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2008年7月]、RNAポリメラーゼIIプロモーターからの転写の負の調節、サイトカイン産生の調節、サイトカイン産生の負の調節、DNA代謝プロセス、DNA修復、二本鎖切断修復、クロマチン構成、クロマチンの組み立てまたは分解、転写、転写の調節、DNA依存性、RNAポリメラーゼIIプロモーターからの転写の調節、タンパク質アミノ酸のアセチル化、DNA損傷刺激への応答、DNA損傷応答、p53クラスメディエーターによるシグナル伝達によるp21クラスメディエーターの転写、細胞内シグナル伝達カスケード、生合成プロセスの負の調節、生合成プロセスの正の調節、RNAポリメラーゼIIプロモーターからの特定の転写の調節、RNAポリメラーゼIIプロモーターからの特定の転写の負の調節、高分子生合成プロセスの正の調節、高分子生合成の負の調節プロセス、高分子代謝プロセスの正の制御、高分子代謝プロセスの負の制御、遺伝子発現の正の制御、遺伝子発現の負の制御、転写の負の制御、クロマチン修飾、共有結合性クロマチン修飾、ヒストン修飾、ヒストンアセチル化、DNA損傷応答、p53クラスメディエーターによるシグナル伝達、ステロイドホルモン受容体シグナル伝達経路、アンドロゲン受容体シグナル伝達経路、細胞内受容体介在シグナル伝達経路、細胞生合成プロセスの負の制御、細胞生合成プロセスの正の制御、遺伝子特異的転写の負の制御、遺伝子特異的転写の制御、インターロイキン-2産生の制御、インターロイキン-2産生の負の制御、ストレスに対する細胞応答、成長の制御、DNA損傷応答、シグナル伝達、DNA損傷応答、転写をもたらすシグナル伝達、タンパク質アミノ酸アシル化、転写の制御、転写の負の制御、DNA依存性、正の制御転写、DNA依存性、核酸塩基、ヌクレオシド、ヌクレオチドおよび核酸代謝プロセスの負の調節、核酸塩基、ヌクレオシド、ヌクレオチドおよび核酸代謝プロセスの正の調節、転写の正の調節、RNAポリメラーゼIIプロモーターからの転写の正の調節、窒素化合物代謝プロセスの負の調節、窒素化合物代謝プロセスの正の調節、多細胞生物プロセスの負の調節、RNA代謝プロセスの調節、RNA代謝プロセスの負の調節、RNA代謝プロセスの正の調節、染色体構成、
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	Tip60（リン酸化Ser90）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	Tip60（リン酸化Ser90）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

